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O‐ 1 榔奪証丈砒奎彗産。嬢路城 <姫路城公式サイト>

姫路城は、JR姫路駅から北へ約 lkm、 市の中心部の小高い丘「姫山J(標高 45,6m)

に響えています。姫路城は、奇跡的に大空襲を免れ、往時の姿を今に残しています。

現在、国宝に 8棟、重要文化財に 74棟指定され、平成 5年 12月 (1993)、 日本で初め

て世界文化遺産に登録され名実とも日本一の名城となりました。

CX2西国将軍 。池田輝致 <姫路ぶらぶら>

今日の姫路城を築いたのは池田輝政です。慶長 5年 (1600)

の関ヶ原の戦いで、東軍の将として参陣し岐阜城攻め等の功

により、家康から播磨国 52万石を拝領しました。そして、

慶長 8年 (1603)には輝政の次男。忠継 (タタ
゛
ツク
゛。家康の孫)に

備前国約 28万石、慶長 15年 (1610)に は三

男・忠雄 (タタ
゛
カツ)に淡路洲本 6万石が与えら

れ、池 ER家は合計 86万石の大大名となり
「西国将軍」と呼ばれた。

C>3 姫難域の広さ <姫路ボらぶら>
姫路城の「内曲輪 (ウチクルワ)」 は、東西 456m、 南北 547m、 面積

約 23ha(甲子園球場の約 5.6倍 )です。しかし、本来の姫路城は、船場川から外濠川までの東西 1,56km、

姫路駅前から野里堀留町までの南北約 1.7 kmを言い、その総面積は約 234ha(甲 子園球場の約 58倍)にも

及びます。

C)4 本密ぽ68番地  <姫路ボらぶら>
「中曲輪」内の「本町 68番地」は、甲子園球場

の 24倍に相当する約 107haの広さがあります。

皇居に次いで日本で 2番目に広い番地です。当

時は殆ど陸軍の施設だつたため、何の問題もあ

りませんでした。

②  イ ー グ レひ め じ  くお城本町地区市街地再開発>

城に向かつて、姫路城石垣に見立てた長さ

100m及ぶ総ガラス張りの建物。建物内部の

至る所で城の眺めを意識して設計されていま

す。とくに、屋上からの姫路城の眺望は絶景

です。

内濠。中濠めぐり

③  機響彎4議  <姫路ぶらぶら>

平成 19年 (2007)、 発掘調査で出上した遺構を

活かし、江戸時代の本橋をイメージした新たな

「桜門橋」が架けられました。桜門橋は万―の姫

路城の火災に備え頑丈な鉄骨造りです。

④ ぽたん国は「本城」のM <姫路ボらぶら>
「三の丸Jの「現千姫ばたん園」の地に、21代

◎ 富票輝議ゆかりの躍騨堕 <姫路市「文化財をたずねてJ>
当時の姫路城は、ごく小規模な砦のようなもの

でした。三木城落城後、秀吉は姫路城を本拠に定

⑥ 秀古時代の大手回 <姫路ぶらボら>
天正 8年 (1580)か ら羽柴秀吉が

姫路城を修築した。秀吉時代の姫



吉時代)の ものと思われる野面積み

(ノツリツ
゛
ミ)の石垣が上山里下段 (官

兵衛ゆか りの石垣)に残っています。

たと言われています。

⑩ 鐘甕神社 <姫路ぶらぶら>
「姫路神社」は、明治 12年 (1879)、 酒井家の祖。酒井正親公 (マサチカコウ)を御祭神として創祀

(ソウシ)されました。また、本殿左手にある「寸翁 (スンノウ)神社」は、姫路藩の財政再建に功績の

あつた酒井家の家老。河合道臣 (ミチオミ。寸翁)を顕彰するため、昭和 32年 (1957)に創祀されました。

⑩  :義機iF電  <姫路ぶらぶら>

姫路城の場手を守る「喜斎門 (キサイモ

ン)」 は、現在、石垣のみとなってい

⑨  「美術饉」。睦軍の兵器庫跡 <姫路ぶらぶら,
赤レンガ造りの建物は、明治時代に陸軍の兵

器庫。被服庫として建てられたもの。その後、

姫路市役所の庁舎として使われました。昭称

58年 (1983)、 「姫路市立美術館Jと して生まれ

変わり、現在、国登録有形文化財

に指定されています。

ますが、江戸時代には「櫓門 (ヤク
゛
ラモン)」 でした。

門前の屈曲した土橋まで攻め寄せた敵に対し、櫓

F電や三方の土塀の「狭 FHl(サマ)」 から鉄砲や弓で迎撃

する守りとなっていました。

⑬  鐵罐贅問』雛 <姫路市Tebマ ップ>

池田輝政は、野里村の西部を「野里」とし、東部を「野里村」のままにした。野里村西部の門 躙鰊颯洟

“

は、野里と姫路城の武家屋敷との間に設けられた出入口に当たることから「野里門」と名付けた。

⑪ 溝水舞。鷲の清水 <姫路市岐化財をたずねて」>
清水門は、天守閣の北西にあり中山輪に設けられた城門です。昭和 63年 (1988)、 発掘調査で枡形遺

の東南部に、17世紀以降の石組み。幕末の井戸枠の本組をもつ井戸が発見された。この井

戸は、戦国時代に赤松義村の定めたという播磨十水の一つ「鷺の清水 (サキ
゛
ノシミス
゛
)」 であると

推定されます。現在、井戸まわりの礎石から推定した覆屋 (え
‐
オイヤ)が復元されています。

錘卜1 鹸 壕ギ:i <姫路市「文化財をたずねて」>

元不口年中(1615～ 1624)、 姫路藩主。本多忠政は、

川舟運を開いて、米。木綿。薪。炭。鰯 (イワシ)。塩など、

旧二股川を改修して船場川としました。さらに、船場

城下～飾磨津間を高瀬舟で運べるようになりました】

薇>2 攀場メ::教鰺記念葬 <姫路市岐化財をたずねて」>

記念碑は長い問川底に埋もれていたので文字が全く読めませんが、江戸時代、船場川改

修を記念して建てられた碑と思われます。

⑬ 好古爾 <姫路ぶらぶら>
「好古園 (コウロエン)Jは、平成 4年 (1992)に 開園した池泉回遊式 (チセンカイユウシキ)の 日本庭園

で、江戸時代末期、この前に藩校「好古堂Jがあつたことから、その名が付けられました。

国内には、昭和 60年 (19念 5)頃の発掘調査をもとに武家町の町害Jり を再現しており、「築山池泉 (ツキヤザ静)

の庭」や「夏本の庭Jな ど、趣きの異なる9つの日本庭園を配置しています。「茶の庭Jには裏千家第 15

元。千玄室 (センケ
゛
ンシツ)氏の設計。監修により建てらねノた本格的な茶室「双樹庵 (ソウシ

゛
ュアン)Jがあります。

なお「御屋敷の庭」の辺りには、本多忠政が造営した「西御屋敷Jと 呼ばれる下屋敷があつたようです。
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